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(百万円未満四捨五入)
１．2023年３月期の連結業績（2022年４月１日～2023年３月31日）
（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年３月期 545,279 22.6 20,264 44.1 21,233 41.1 25,392 120.8

2022年３月期 444,757 － 14,064 58.1 15,051 68.2 11,499 215.1
(注) 包括利益 2023年３月期 28,287百万円( 126.2％) 2022年３月期 12,506百万円( 29.9％)
　

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上収益
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2023年３月期 1,851.04 1,847.27 24.0 5.9 3.7

2022年３月期 839.50 837.56 13.0 4.6 3.2
(参考) 持分法投資損益 2023年３月期 407百万円 2022年３月期 548百万円
　

(注)「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号）等を前第１四半期連結会計期間の期首から適用した
　 ことに伴い、「売上高」の表示を「売上収益」に変更しております。基準の変更により数値に大きな変更が
　 生じるため、2022年３月期の売上収益の対前期増減率は、記載しておりません。
　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2023年３月期 385,129 128,295 30.7 8,627.79

2022年３月期 338,939 100,317 27.4 6,774.14
(参考) 自己資本 2023年３月期 118,356百万円 2022年３月期 92,821百万円
　

　

（３）連結キャッシュ・フローの状況
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

2023年３月期 304 23,673 △10,086 30,550

2022年３月期 14,007 △4,078 △9,833 12,731
　

　

　

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2022年３月期 － 55.00 － 60.00 115.00 1,597 13.7 1.8

2023年３月期 － 60.00 － 60.00 120.00 1,667 6.5 1.6

2024年３月期(予想) － 65.00 － 65.00 130.00 16.2

　

３．2024年３月期の連結業績予想（2023年４月１日～2024年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
１株当たり当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通 期 18,000 △11.2 17,000 △19.9 11,000 △56.7 801.87

　　



※ 注記事項

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ： 無

　 新規 －社 (社名) 、除外 －社 (社名)
　

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2023年３月期 15,021,551株 2022年３月期 15,021,551株

② 期末自己株式数 2023年３月期 1,303,560株 2022年３月期 1,319,240株

③ 期中平均株式数 2023年３月期 13,717,473株 2022年３月期 13,698,052株
　

　

(参考) 個別業績の概要
１．2023年３月期の個別業績（2022年４月１日～2023年３月31日）
（１）個別経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上収益 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年３月期 225,597 9.1 2,556 △8.6 5,582 13.6 16,160 582.1

2022年３月期 206,742 － 2,796 35.1 4,914 4.0 2,369 △37.4
　

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

2023年３月期 1,176.10 1,173.71

2022年３月期 172.66 172.26
　

(注)「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号）等を前第１四半期会計期間の期首から適用した
　 ことに伴い、「売上高」の表示を「売上収益」に変更しております。基準の変更により数値に大きな変更が
　 生じるため、2022年３月期の売上収益の対前期増減率は、記載しておりません。
　

（２）個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2023年３月期 240,839 85,777 35.6 6,237.06

2022年３月期 230,783 71,570 31.0 5,207.93

(参考) 自己資本 2023年３月期 85,702百万円 2022年３月期 71,486百万円

　

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です
　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想
の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料２ページ「経営成績等の概
況」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当連結会計年度における当社グループの業績は、売上収益545,279百万円（前期比22.6％増）、営業利益20,264

百万円（同44.1％増）、経常利益21,233百万円（同41.1％増）となり、親会社株主に帰属する当期純利益は、当社

が東京都中央区に所有する固定資産の一部譲渡に伴う固定資産売却益を特別利益に計上したこと等により、前期比

120.8％増の25,392百万円となりました。売上収益、営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益は共

に過去最高となりました。

なお、当事業年度の個別業績におきましても、当社が東京都中央区に所有する固定資産の一部譲渡に伴う固定資

産売却益を特別利益に計上したこと等により、当期純利益の前期実績値と当期実績値に差異が生じております。

当連結会計年度のセグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

「国内卸売」

紙は、新型コロナウイルス感染症対策の行動制限が緩和されたことによる社会経済活動の正常化に伴い、イベ

ント向けのチラシやパンフレットなど一部需要回復の動きが見られたものの、定期雑誌の発行部数減少の影響や

ＰＰＣ用紙の販売数量減少等の影響が大きく、販売数量は前期に比べ減少しました。

板紙は、通販関連や加工食品向けの需要が堅調に推移し、また人流の回復に伴い土産や贈答品向けの需要の回

復が見られたものの、自動車及び機械関連向けの需要が低調に推移したことから、販売数量は前期に比べ減少し

ました。

電子部品関連機能材については、中国におけるゼロコロナ政策や解除後の景気低迷等の影響で半導体をはじめ

とする電子部品向けの需要が減少し、販売数量は前期に比べ減少しました。

売上収益は、紙、板紙ともに価格修正により販売価格が上昇したことから、前期比5.5％増の183,516百万円と

なりました。

経常利益は、運賃や倉庫料等の販売直接費の増加があったものの、売上収益の増加や人件費等の減少により、

前期比24.7％増の5,359百万円となりました。

「海外卸売」

主要拠点である米国、英国、豪州において、社会経済活動の正常化に伴う需要の回復に加え、原燃料価格の高

騰に起因する複数回にわたる価格修正が需給ひっ迫の環境下で浸透し販売金額が増加しました。本邦からの輸出

においては、第３四半期連結会計期間後半より中国や東南アジアにおける需要の減少が見られたものの、当期を

通じて板紙の販売数量が増加したことに加えて、紙及び板紙の販売価格が上昇しました。以上の結果に加えて為

替換算の影響もあり、売上収益は前期比39.4％増の281,858百万円となりました。

経常利益は、運賃や人件費、支払利息等の増加があったものの、売上収益の増加が上回り、特に米国、英国に

おいて大幅な増益となったことから、前期比121.5％増の12,579百万円となりました。

「製紙加工」

段ボール原紙製造事業において販売数量が減少したものの、インドネシアの段ボール事業及び国内再生家庭紙

製造事業において販売数量が増加したことに加えて、段ボール原紙製造事業及び国内再生家庭紙製造事業におい

て価格修正により販売価格が上昇したこと等により、売上収益は前期比17.8％増の48,945百万円となりました。

経常利益は、段ボール原紙製造事業及び再生家庭紙製造事業における原燃料価格及び電力価格の高騰による製

造費用の増加により、前期比13.9％減の3,614百万円となりました。

「環境原材料」

国内古紙事業において、主に新聞古紙及び雑誌古紙の発生数量の減少に伴い販売数量が減少した一方で販売価

格が上昇したことに加え、米国古紙事業における販売数量が増加したことにより、古紙事業全体の売上収益は増

加しました。さらに、国内及び海外製紙メーカー向けのパルプ及び木質バイオマス発電所向けの燃料の販売数量

が増加し、販売価格も上昇したことにより、売上収益は前期比22.7％増の26,776百万円となりました。

経常利益は、木質バイオマス発電事業において燃料価格の高騰など製造コストの増加により減益となったもの
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の、米国古紙事業及び木質バイオマス発電所向け燃料販売事業の売上収益が増加したことにより、前期比9.3％

増の1,906百万円となりました。

「不動産賃貸」

主要テナントビルにおける一部空室の発生及び当社が東京都中央区に所有する固定資産の一部譲渡により賃貸

料収入が減少し、売上収益は前期比19.6％減の4,184百万円となりました。

経常利益は、固定資産の一部譲渡に伴い減価償却費及び不動産管理費等の減少があったものの、売上収益の減

少が上回り、前期比8.0％減の1,406百万円となりました。

（２）当期の財政状態の概況

当連結会計年度末の総資産は、当社が東京都中央区に所有する固定資産の一部譲渡等に伴い有形固定資産が減

少したものの、当該譲渡の収入による預金の増加や、売上債権及び棚卸資産の増加、また、為替換算の影響によ

る増加等により、前連結会計年度末に比べて46,190百万円増の385,129百万円となりました。

総負債は、未払法人税等の増加や仕入債務の増加、また、為替換算の影響による増加等により、前連結会計年

度末に比べて18,211百万円増の256,834百万円となりました。

純資産は、親会社株主に帰属する当期純利益の計上による増加等により、前連結会計年度末に比べて27,978百

万円増の128,295百万円となりました。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度末の現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べて17,819百万円増加し、30,550百万円と

なりました。

当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況は、次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前当期純利益の計上や仕入債務の増加等があったものの、

売上債権及び棚卸資産の増加等により、304百万円の収入となりました（前期は14,007百万円の収入）。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の売却等により23,673百万円の収入となりました（前期

は4,078百万円の支出）。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは、有利子負債の返済や配当金の支払等により10,086百万円の支出となり

ました（前期は9,833百万円の支出）。

（４）今後の見通し

　紙の需要は社会経済活動の正常化に伴い一定の回復が見られたものの、国内における人口の減少や世界的なデジ

タル化など構造的要因を背景に、当社グループの主要マーケットにおいては引き続き縮小することを見込んでおり

ます。一方、板紙の需要は引き続き堅調に推移するとともに、国内においてはインバウンド需要の回復による増加

を見込んでおります。

　2024年３月期の連結業績予想については、2023年３月期に取り組んだ価格修正により売上収益の増加が見込まれ

るものの、海外主要拠点における景気の減速による紙需要の減少及び製紙事業における電力費や燃料費等の製造費

用の増加が見込まれるため、営業利益18,000百万円（前期比11.2％減）、経常利益17,000百万円（前期比19.9％

減）、親会社株主に帰属する当期純利益11,000百万円（前期比56.7％減）としております。
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（５）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

当社は、株主の皆様に対する利益還元を経営上の重要施策のひとつとして位置づけ、長期にわたる経営基盤の安

定と強化に努め、企業価値の向上を目指しております。

配当につきましては、安定的な配当を継続して行うことを基本方針とし、連結業績の動向も勘案して実施してお

ります。また、剰余金の配当は、中間配当及び期末配当の年２回行うことを基本的な方針としております。

この方針のもと、当期末の配当は１株当たり60円とし、既に実施した中間配当１株当たり60円と合わせ、年間

120円を予定しております。また、次期の１株当たり配当につきましては、中間と期末をそれぞれ５円増配し、中

間65円、期末65円、年間130円を予定しております。

なお、当社は、「剰余金の配当等会社法第459条第１項各号に定める事項については、法令に別段の定めのある

場合を除き、取締役会の決議により定めることができる。」旨を定款に定めております。

内部留保資金につきましては、財務体質の強化を図るとともに、中長期的な視点から、競争力強化、機能強化の

ための資金需要に備え、将来の業績向上に役立ててまいります。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

　当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、当面は、日本基準で連結財

務諸表を作成する方針であります。

　なお、国際会計基準の適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に対応していく方針であります。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当連結会計年度
(2023年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 13,009 31,141

受取手形及び売掛金 122,330 139,528

棚卸資産 45,360 65,430

その他 3,930 5,759

貸倒引当金 △1,554 △1,830

流動資産合計 183,075 240,028

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 45,594 34,706

機械装置及び運搬具（純額） 23,817 24,914

工具、器具及び備品（純額） 989 1,129

土地 32,494 28,870

リース資産（純額） 203 216

使用権資産（純額） 6,147 8,736

建設仮勘定 131 651

有形固定資産合計 109,374 99,222

無形固定資産

のれん 1,586 3,197

その他 2,043 2,389

無形固定資産合計 3,629 5,586

投資その他の資産

投資有価証券 35,899 32,893

繰延税金資産 2,660 2,691

退職給付に係る資産 163 181

その他 6,330 6,834

貸倒引当金 △2,272 △2,366

投資その他の資産合計 42,781 40,233

固定資産合計 155,784 145,041

繰延資産 80 61

資産合計 338,939 385,129
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当連結会計年度
(2023年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 96,010 104,714

短期借入金 39,024 48,400

1年内返済予定の長期借入金 5,076 12,469

コマーシャル・ペーパー 8,000 -

1年内償還予定の社債 11 -

リース債務 1,380 2,007

未払法人税等 2,032 10,890

賞与引当金 1,936 2,270

役員賞与引当金 304 350

廃棄物処理費用引当金 169 168

その他 10,593 11,189

流動負債合計 164,535 192,456

固定負債

社債 30,000 30,000

長期借入金 28,559 18,018

リース債務 5,884 8,292

繰延税金負債 3,379 2,737

役員退職慰労引当金 884 291

役員株式給付引当金 388 430

退職給付に係る負債 1,237 1,511

その他 3,757 3,099

固定負債合計 74,088 64,378

負債合計 238,623 256,834

純資産の部

株主資本

資本金 16,649 16,649

資本剰余金 6,999 6,988

利益剰余金 65,484 89,717

自己株式 △5,003 △4,944

株主資本合計 84,129 108,410

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 7,438 6,947

繰延ヘッジ損益 △39 △6

為替換算調整勘定 1,279 2,998

退職給付に係る調整累計額 15 7

その他の包括利益累計額合計 8,692 9,946

新株予約権 83 76

非支配株主持分 7,412 9,864

純資産合計 100,317 128,295

負債純資産合計 338,939 385,129
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2021年４月１日
　至 2022年３月31日)

当連結会計年度
(自 2022年４月１日
　至 2023年３月31日)

売上収益 444,757 545,279

売上原価 372,303 458,955

売上総利益 72,454 86,324

販売費及び一般管理費 58,390 66,060

営業利益 14,064 20,264

営業外収益

受取利息 379 637

受取配当金 662 809

受取補償金 - 674

持分法による投資利益 548 407

その他 981 635

営業外収益合計 2,569 3,163

営業外費用

支払利息 1,405 2,028

その他 177 167

営業外費用合計 1,582 2,194

経常利益 15,051 21,233

特別利益

固定資産売却益 478 16,861

受取保険金 - 2,195

投資有価証券売却益 395 434

退職給付制度改定益 5,969 -

その他 24 -

特別利益合計 6,866 19,490

特別損失

災害による損失 - 708

関係会社株式売却損 3 245

固定資産処分損 133 186

投資有価証券評価損 789 9

減損損失 1,779 8

転貸損失 66 -

その他 62 4

特別損失合計 2,833 1,159

税金等調整前当期純利益 19,084 39,563

法人税、住民税及び事業税 3,967 14,098

法人税等調整額 2,423 △1,359

法人税等合計 6,389 12,740

当期純利益 12,695 26,824

非支配株主に帰属する当期純利益 1,196 1,432

親会社株主に帰属する当期純利益 11,499 25,392
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連結包括利益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2021年４月１日
　至 2022年３月31日)

当連結会計年度
(自 2022年４月１日
　至 2023年３月31日)

当期純利益 12,695 26,824

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △1,021 △369

繰延ヘッジ損益 △32 33

為替換算調整勘定 1,504 1,925

退職給付に係る調整額 △377 △9

持分法適用会社に対する持分相当額 △263 △117

その他の包括利益合計 △189 1,463

包括利益 12,506 28,287

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 11,207 26,645

非支配株主に係る包括利益 1,300 1,641
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（３）連結株主資本等変動計算書

　前連結会計年度(自 2021年４月１日 至 2022年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 16,649 7,280 55,661 △5,123 74,467

当期変動額

剰余金の配当 △1,527 △1,527

親会社株主に帰属す

る当期純利益
11,499 11,499

自己株式の取得 △4 △4

自己株式の処分 △14 124 110

連結範囲の変動 △238 △82 △320

合併による減少 △66 △66

連結子会社株式の売

却による持分の増減
△29 △29

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 - △281 9,824 120 9,663

当期末残高 16,649 6,999 65,484 △5,003 84,129

その他の包括利益累計額

新株予約権
非支配

株主持分
純資産合計その他

有価証券

評価差額金

繰延ヘッジ

損益

為替換算

調整勘定

退職給付

に係る

調整累計額

その他の

包括利益

累計額合計

当期首残高 8,702 △7 △107 397 8,985 117 6,304 89,872

当期変動額

剰余金の配当 △1,527

親会社株主に帰属す

る当期純利益
11,499

自己株式の取得 △4

自己株式の処分 110

連結範囲の変動 △320

合併による減少 △66

連結子会社株式の売

却による持分の増減
△29

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

△1,264 △32 1,386 △383 △293 △33 1,108 782

当期変動額合計 △1,264 △32 1,386 △383 △293 △33 1,108 10,445

当期末残高 7,438 △39 1,279 15 8,692 83 7,412 100,317
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　当連結会計年度(自 2022年４月１日 至 2023年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 16,649 6,999 65,484 △5,003 84,129

当期変動額

剰余金の配当 △1,667 △1,667

親会社株主に帰属す

る当期純利益
25,392 25,392

自己株式の取得 △6 △6

自己株式の処分 △2 63 61

連結範囲の変動 508 2 510

連結子会社株式の取

得による持分の増減
△9 △9

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 - △11 24,233 59 24,281

当期末残高 16,649 6,988 89,717 △4,944 108,410

その他の包括利益累計額

新株予約権
非支配

株主持分
純資産合計その他

有価証券

評価差額金

繰延ヘッジ

損益

為替換算

調整勘定

退職給付

に係る

調整累計額

その他の

包括利益

累計額合計

当期首残高 7,438 △39 1,279 15 8,692 83 7,412 100,317

当期変動額

剰余金の配当 △1,667

親会社株主に帰属す

る当期純利益
25,392

自己株式の取得 △6

自己株式の処分 61

連結範囲の変動 510

連結子会社株式の取

得による持分の増減
△9

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

△491 33 1,720 △8 1,254 △8 2,452 3,698

当期変動額合計 △491 33 1,720 △8 1,254 △8 2,452 27,978

当期末残高 6,947 △6 2,998 7 9,946 76 9,864 128,295
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2021年４月１日
　至 2022年３月31日)

当連結会計年度
(自 2022年４月１日
　至 2023年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 19,084 39,563

減価償却費 8,102 8,138

のれん償却額 1,884 1,140

減損損失 1,779 8

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △319 232

貸倒引当金の増減額（△は減少） 28 147

賞与引当金の増減額（△は減少） △48 333

廃棄物処理費用引当金の増減額（△は減少） △0 △0

その他の引当金の増減額（△は減少） 126 △505

受取利息及び受取配当金 △1,040 △1,446

支払利息 1,405 2,028

受取保険金 - △2,195

持分法による投資損益（△は益） △548 △407

有形固定資産売却損益（△は益） △478 △16,861

投資有価証券評価損益（△は益） 789 9

投資有価証券売却損益（△は益） △391 △189

有形固定資産除却損 133 186

災害による損失 - 708

退職給付制度改定益 △5,969 -

転貸損失 66 -

売上債権の増減額（△は増加） △7,821 △12,650

棚卸資産の増減額（△は増加） △8,801 △15,751

仕入債務の増減額（△は減少） 9,057 5,464

その他の流動資産の増減額（△は増加） △48 △53

その他の流動負債の増減額（△は減少） 466 △49

その他 △54 △953

小計 17,404 6,896

利息及び配当金の受取額 1,078 1,624

利息の支払額 △1,455 △1,970

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △3,021 △6,245

営業活動によるキャッシュ・フロー 14,007 304

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △4,256 △8,072

有形固定資産の売却による収入 862 34,652

無形固定資産の取得による支出 △242 △244

投資有価証券の取得による支出 △1,633 △103

投資有価証券の売却による収入 1,163 1,660

長期貸付けによる支出 △5 △3

長期貸付金の回収による収入 239 268

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出

△179 △2,847

事業譲受による支出 - △1,514

その他 △26 △125

投資活動によるキャッシュ・フロー △4,078 23,673
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(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2021年４月１日
　至 2022年３月31日)

当連結会計年度
(自 2022年４月１日
　至 2023年３月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △94 6,162

コマーシャル・ペーパーの増減額（△は減少） △1,000 △8,000

長期借入れによる収入 - 741

長期借入金の返済による支出 △5,686 △5,665

社債の償還による支出 △23 △11

自己株式の取得による支出 △4 △6

自己株式の売却による収入 14 10

配当金の支払額 △1,527 △1,667

非支配株主への配当金の支払額 △315 △316

連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得
による支出

- △18

連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の売却
による収入

39 -

その他 △1,238 △1,316

財務活動によるキャッシュ・フロー △9,833 △10,086

現金及び現金同等物に係る換算差額 826 979

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 922 14,870

現金及び現金同等物の期首残高 11,587 12,731

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減
額（△は減少）

217 2,949

非連結子会社との合併に伴う現金及び現金同等物の
増加額

6 -

現金及び現金同等物の期末残高 12,731 30,550
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(セグメント情報等)

(セグメント情報)

１ 報告セグメントの概要

　 当社の報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が

経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっている事業セグメントを集約

したものであります。

　当社は、経営資源の配分の決定及び業績の評価を、当社については事業の内容及び国内所在地等に基づく本

部・会計単位別に、連結子会社については主として会社別に行っているため、これらを事業セグメントとして識

別しております。当社の報告セグメントは、これらの事業セグメントを経済的特徴の類似性等を勘案し、事業の

内容別に集約し、「国内卸売」、「海外卸売」、「製紙加工」、「環境原材料」及び「不動産賃貸」の５区分と

しております。

　各区分に属する主な事業は、それぞれ次のとおりであります。

報告セグメント 主な事業

国内卸売 国内向の紙・板紙・関連商品の販売及び情報サービス事業等

海外卸売 海外向の紙・板紙・関連商品の販売等

製紙加工 製紙及び紙・板紙・関連商品の加工等

環境原材料 古紙・パルプ等原材料の販売、総合リサイクル、及び再生可能エネルギーによる発電事業等

不動産賃貸 不動産賃貸事業

２ 報告セグメントごとの売上収益、利益又は損失、資産その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、連結財務諸表作成のために採用している会計処理基準に

基づく金額により記載しております。

報告セグメントの利益は、経常利益ベースの数値であります。

　セグメント間の内部売上収益は市場実勢価格に基づいております。
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３ 報告セグメントごとの売上収益、利益又は損失、資産その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度(自 2021年４月１日　至 2022年３月31日)

報告セグメント

合計
(百万円)

調整額
(百万円)
(注)２

連結財務諸
表計上額
(百万円)国内卸売

(百万円)
海外卸売
(百万円)

製紙加工
(百万円)

環境原材料
(百万円)

不動産賃貸
(百万円)

売上収益

顧客との契約から
　生じる収益

173,967 202,211 41,545 21,828 － 439,551 － 439,551

　その他の収益 － － － － 5,206 5,206 － 5,206

　外部顧客への
　売上収益

173,967 202,211 41,545 21,828 5,206 444,757 － 444,757

セグメント間の内部
売上収益又は振替高

7,443 1,226 5,318 6,053 102 20,142 △20,142 －

計 181,410 203,437 46,863 27,881 5,309 464,899 △20,142 444,757

セグメント利益
又は損失(△)

4,298 5,678 4,199 1,743 1,529 17,448 △2,396 15,051

セグメント資産 105,963 78,726 56,536 35,224 35,120 311,570 27,370 338,939

その他の項目

減価償却費 348 1,524 2,821 1,672 1,637 8,001 101 8,102

のれんの償却額 － 1,884 － － － 1,884 － 1,884

受取利息 8 335 6 7 0 357 22 379

支払利息 400 622 303 295 944 2,564 △1,159 1,405

持分法投資利益
又は損失(△)

366 48 93 41 － 548 △0 548

有形固定資産及び無
形固定資産の増加額

50 381 2,718 504 679 4,332 166 4,498

（注）１ セグメント利益又は損失(△)は、連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

２ (1) セグメント利益又は損失(△)の調整額には、各報告セグメントに配分していない全社部門の損益

△1,027百万円が含まれております。全社部門の損益は、主に各報告セグメントに帰属しない一般管理

費、営業外収益、営業外費用の純額であります。

(2) セグメント資産の調整額には、各報告セグメントに配分していない全社部門の資産56,147百万円が含ま

れております。全社部門の資産は、主に各報告セグメントに帰属しない当社での余資運用資金(現金及

び預金)、長期投資資金(投資有価証券)等であります。

(3) 支払利息の調整額は、主に全社部門の支払利息と各報告セグメントの全社部門への支払利息との差額で

あります。
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当連結会計年度(自 2022年４月１日　至 2023年３月31日)

報告セグメント

合計
(百万円)

調整額
(百万円)
(注)２

連結財務諸
表計上額
(百万円)国内卸売

(百万円)
海外卸売
(百万円)

製紙加工
(百万円)

環境原材料
(百万円)

不動産賃貸
(百万円)

売上収益

　顧客との契約から
　生じる収益

183,516 281,858 48,945 26,776 － 541,095 － 541,095

　その他の収益 － － － － 4,184 4,184 － 4,184

外部顧客への
売上収益

183,516 281,858 48,945 26,776 4,184 545,279 － 545,279

セグメント間の内部
売上収益又は振替高

8,194 571 4,258 6,145 95 19,263 △19,263 －

計 191,711 282,429 53,203 32,921 4,279 564,542 △19,263 545,279

セグメント利益
又は損失(△)

5,359 12,579 3,614 1,906 1,406 24,864 △3,632 21,233

セグメント資産 116,679 107,308 66,297 36,302 22,976 349,561 35,568 385,129

その他の項目

減価償却費 89 1,755 3,216 1,600 1,193 7,853 285 8,138

のれんの償却額 － 1,140 － － － 1,140 － 1,140

受取利息 8 574 25 9 0 616 20 637

支払利息 450 1,195 347 272 511 2,775 △747 2,028

持分法投資利益
249 53 76 30 － 407 － 407

有形固定資産及び無
形固定資産の増加額

100 638 6,039 377 933 8,087 229 8,316

（注）１ セグメント利益又は損失(△)は、連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

２ (1) セグメント利益又は損失(△)の調整額には、各報告セグメントに配分していない全社部門の損益

△1,765百万円が含まれております。全社部門の損益は、主に各報告セグメントに帰属しない一般管理

費、営業外収益、営業外費用の純額であります。

(2) セグメント資産の調整額には、各報告セグメントに配分していない全社部門の資産67,166百万円が含ま

れております。全社部門の資産は、主に各報告セグメントに帰属しない当社での余資運用資金(現金及

び預金)、長期投資資金(投資有価証券)等であります。

(3) 支払利息の調整額は、主に全社部門の支払利息と各報告セグメントの全社部門への支払利息との差額で

あります。
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【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前連結会計年度(自 2021年４月１日　至 2022年３月31日)

「海外卸売」セグメントにおいて、RADMS Paper Limitedに係るのれんの減損損失1,779百万円を計上しており

ます。

当連結会計年度(自 2022年４月１日　至 2023年３月31日）

該当事項はありません。

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

前連結会計年度(自 2021年４月１日　至 2022年３月31日)

報告セグメント

合計
(百万円)

調整額
(百万円)

連結財務諸
表計上額
(百万円)国内卸売

(百万円)
海外卸売
(百万円)

製紙加工
(百万円)

環境原材料
(百万円)

不動産賃貸
(百万円)

当期末残高 － 1,586 － － － 1,586 － 1,586

(注) のれん償却額に関しては、セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

当連結会計年度(自 2022年４月１日　至 2023年３月31日)

報告セグメント

合計
(百万円)

調整額
(百万円)

連結財務諸
表計上額
(百万円)国内卸売

(百万円)
海外卸売
(百万円)

製紙加工
(百万円)

環境原材料
(百万円)

不動産賃貸
(百万円)

当期末残高 － 3,197 － － － 3,197 － 3,197

(注) のれん償却額に関しては、セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

前連結会計年度（自 2021年４月１日　至 2022年３月31日）

該当事項はありません。

当連結会計年度（自 2022年４月１日　至 2023年３月31日）

該当事項はありません
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(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自 2021年４月１日
至 2022年３月31日)

当連結会計年度
(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

１株当たり純資産額 6,774.14円 8,627.79円

１株当たり当期純利益 839.50円 1,851.04円

潜在株式調整後１株当たり当期純利益 837.56円 1,847.27円

(注) １ 株主資本において自己株式として計上されている役員向け株式交付信託に残存する自社の株式は、１株当た

り当期純利益の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めており、また、１株当たり

純資産額の算定上、期末発行済株式総数から控除する自己株式に含めております。

１株当たり当期純利益の算定上、控除した当該自己株式の期中平均株式数は前連結会計年度164千株、当連

結会計年度149千株であり、１株当たり純資産額の算定上、控除した当該自己株式の期末株式数は、前連結

会計年度161千株、当連結会計年度148千株であります。

　 ２ １株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当連結会計年度
(2023年３月31日)

純資産の部の合計額（百万円） 100,317 128,295

純資産の部の合計額から控除する金額（百万円） 7,495 9,939

（うち新株予約権（百万円）） (83) (76)

（うち非支配株主持分（百万円）） (7,412) (9,864)

普通株式に係る期末の純資産額（百万円） 92,821 118,356

普通株式の発行済株式数（千株） 15,021 15,021

普通株式の自己株式数（千株） 1,319 1,303

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の普通株式の

数（千株）
13,702 13,717
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３ １株当たり当期純利益及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりでありま

す。

前連結会計年度
(自 2021年４月１日
至 2022年３月31日)

当連結会計年度
(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

１株当たり当期純利益

　親会社株主に帰属する当期純利益（百万円） 11,499 25,392

　普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

　普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利益
　（百万円）

11,499 25,392

　普通株式の期中平均株式数（千株） 13,698 13,717

潜在株式調整後１株当たり当期純利益

　親会社株主に帰属する当期純利益調整額（百万円） － －

　普通株式増加数（千株） 31 27

　（うち新株予約権（千株）） (31) (27)

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり

当期純利益の算定に含めなかった潜在株式の概要
――――― ―――――

(重要な後発事象)

(公正取引委員会の立入検査について)

当社は、独立行政法人国立印刷局を発注者とする再生巻取用紙の入札に関して独占禁止法違反の疑いがあるとし

て、2023年４月11日、公正取引委員会による立入検査を受けました。

当社といたしましては、立入検査を受けたことを厳粛に受け止め、公正取引委員会の調査に全面的に協力してま

いります。

なお、調査は継続中であり、現時点では財政状態及び経営成績に及ぼす影響は不明ですが、今後、業績予想の修

正が必要となった場合は速やかにお知らせいたします。

　


